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汚染水対策スケジュール

東京電力株式会社
汚染水対策分野
２０１６／３／３１

21 28 1 6 13 20 27 1 3 10 17 下 上 中 下 前 後

2016年3月30日　陸側遮水壁の閉合について実施計画変
更認可（原規規発第1603303号）
海側・北側一部・山側部分先行凍結開始（2016.3.31）

（実　績）
　・追加設置検討（Jエリア造成・排水路検討、タンク配置）
　・Ｊ４エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｊ７エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｊ８エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｈ１フランジタンクリプレース準備工事（地盤改良、タンク基礎構築）
　・Ｈ２ブルータンクリプレース準備工事（水移送、残水処理、ブルータンク撤去）
　・Ｈ２フランジタンクリプレース準備工事（タンク解体、地盤改良）
　・Ｈ２ブルータンクリプレース準備工事（地盤改良、タンク基礎構築）
　・Ｈ４フランジタンクリプレース準備工事（残水処理）
（予　定）
　・追加設置検討
　・Ｊ７エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｈ１フランジタンクリプレース準備工事（地盤改良、タンク基礎構築）
　・Ｈ１エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｊ８エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｋ３エリアタンク設置工事（溶接型タンク）
　・Ｈ２ブルータンクリプレース準備工事（水移送、残水処理、ブルータンク撤去）
　・Ｈ２フランジタンクリプレース準備工事（タンク解体）
　・Ｈ２フランジタンクリプレース準備工事（地盤改良、タンク基礎構築）
　・Ｈ２ブルータンクリプレース準備工事（地盤改良、タンク基礎構築）
　・Ｈ４フランジタンクリプレース準備工事（残水処理,タンク解体）

2015年12月14日　H4エリアにおけるRO濃縮水貯槽の
撤去等について実施計画認可（原規規発第1512148号）

（実績）・フランジタンク底板補修，汚染の拡散状況把握
（予定）・フランジタンク底板補修，汚染の拡散状況把握

以下に2016年3月31日時点進捗を記載

2015年9月17日付　一部使用承認(42基)
(原規規発第1509171号）
・使用前検査終了（38/42基）

2016年1月28日　Ｊ４、Ｈ１東エリアにおける多核種処
理水貯槽の増設について実施計画変更認可（原規規発第
1601281号）

2016年3月24日　実施計画変更申請（補正）

（実績）
・試験凍結
・海側・北側一部・山側部分先行凍結
（予定）
・海側・北側一部・山側部分先行凍結

2015年10月1日　H2エリアにおける濃縮廃液貯槽の撤
去等について実施計画変更認可（原規規発第1510011
号）

フランジタンクＨ９エリア
タンク底板補修開始（2016.2.8～）

現
場
作
業

検
討

設
計

○２号機トレンチ
・立坑Ｃ：2015.9.17～水位等監視中

（実　績）
　・主トレンチ（海水配管トレンチ）立坑部監視（２号立坑Ｃ）
　・地下水移送（１－２号取水口間）（２－３号取水口間）
（予　定）
　・主トレンチ（海水配管トレンチ）立坑部監視（２号立坑Ｃ）
　・地下水移送（１－２号取水口間）（２－３号取水口間）

2016年3月24日　実施計画変更申請（補正）

滞
留
水
移
送
分
野

主トレンチ（海水配
管トレンチ）他の汚
染水処理

Ｈ４エリアＮｏ．５
タンクからの漏えい
対策

処理水受タンク増設

陸側遮水壁

浄化設備等

中
長
期
課
題

４月 ５月 ６月 備考２月 ３月

【多核種除去設備】
（実績）
　・設備点検（Ｂ系統）
　・処理運転（A・C系統）
（予定）
　・処理運転（A・Ｂ・C系統）

括
り 作業内容 これまで一ヶ月の動きと今後一ヶ月の予定

【増設多核種除去設備】
（実績）
　・設備点検（Ａ・Ｂ・C系統）
　・処理運転（A系統）
（予定）
　・設備点検（Ａ・C系統）
　・処理運転（B系統）

処理対象水及びタンクのインサービスの状況により、処理
運転または処理停止

・Ａ系統：設備点検実施中
・Ｂ系統：運転中※
・Ｃ系統：設備点検実施中
※処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

・A系統：運転中※
・B系統：運転中※
・C系統：運転中※
※処理水及びタンクのインサービス状況に応じて適宜運転
または処理停止

現
場
作
業

サブドレン汲み上げ、運用開始（2015.9.3～）
排水開始（2015.9.14～）

現
場
作
業

分
野

名

【サブドレン浄化設備】
（実績・予定）
　・処理運転

【高性能多核種除去設備】
（実績・予定）
　・処理停止（処理水の状況に応じて間欠運転実施）

モニタリング

試験凍結

主トレンチ（海水配管トレンチ２号機）

２号機凍結運転

地下水移送（１－２号機取水口間，２－３号機取水口間)

処理運転

フランジタンク底板補修Ｈ９（5基）作業準備

タンク追加設置設計

H1エリアタンク設置（リプレース76,860t)

H2エリアタンク設置
H2ブルータンクリプレース準備 水移送，残水処理

H2フランジタンクリプレース準備 タンク解体

H4エリアタンク設置

H2ブルータンク撤去

H4フランジタンクリプレース準備、残水処理

J7エリアタンク設置(50,400t)

H1フランジタンクリプレース準備 地盤改良，タンク基礎構築

H2ブルータンクリプレース準備 地盤改良，タンク基礎構築

H1エリア タンク設置

H4エリアタンク解体作業

J8エリア タンク設置

K3エリア タンク設置

タンク底板補修

▲2,400t

海側・北側一部・山側部分先行凍結

（▽1,200t）

H2フランジタンクリプレース準備 地盤改良、タンク基礎構築

Ａ系処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

Ｃ系処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

処理停止（処理水の状況に応じて間欠運転実施）

Ｂ系 系統内洗浄・犠牲陽極点検・吸着材交換・吸着塔増塔工事

Ａ系設備点検停止

Ｂ系設備点検停止

Ｃ系設備点検停止

処理運転（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）

点検停止処理運転

（処理水の状況に応じて適宜運転または処理停止）
処理運転

処理運転

（▽2,100t）

（▽2,800t）

実績反映

処理運転（使用前検査修了書受領後）



タンク建設進捗状況
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１．タンクエリア図
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２-１．タンク工程（新設分）
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月以降

2月22日進捗
見込

6.2
完成型

基数 5 5基／5基

3月進捗実績 6.2 現地溶接型

基数 5 30基／30基

2月22日進捗
見込 6.0 4.8 13.2 8.4 8.4 0 .0 4 .8

基数 5 4 11 7 7 0 4

3月30日進捗
見込 6.0 4.8 13.2 7.2 9.6 0 .0 4 .8

基数 5 4 11 6 8 0 4 31基／42基

2月22日進捗
見込 2.1 2 .8 1.4

基数 3 4 2

3月30日進捗
見込 4.9 1.4

基数 7 2 基／9基

2月22日計上
2.1

基数 3

3月30日進捗
見込（概略） 2.1 2 .1 2.1 2.1

基数 3 3 3 3 基／12基

2月22日進捗
見込 2.8 2 .8 2.8

基数 4 4 4

3月30日進捗
見込 2.8 2.8 2.8

基数 4 4 4 基／12基

2月22日計上
8.0 8 .0

基数 8 8

3月30日進捗
見込（概略） 10.0 10.0 10 .0 5.0

基数 10 10 10 5 基／35基

2015年度

J9エリア
現地溶接型

J8エリア
現地溶接型

K3
完成型

K4
完成型

16.2の見込
／計画基数

J4
現地溶接

J7
現地溶接型

2016年度

新
設
タ
ン
ク

太数字：タンク容量（単位：千m3）

タンク

地盤改良・基礎設置
タンク

地盤改良・基礎設置
タンク

地盤改良・基礎設置
タンク

地盤改良・基礎設置
タンク

10月以降6.3

10月以降16.0



２-２．タンク工程（リプレース分）
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月以降

2月22日進捗
見込 10.0 20.0

基数 8 16

3月30日進捗
見込 5.0 15.0 10.0

基数 4 12 8 63基／87基

2月22日進捗
見込

既設除却

3月30日進捗
見込

既設除却

2月22日進捗
見込 9.6 9.6

基数 4 4

既設除却 ▲ 10
3月30日進捗
見込（概略） 2.4 7.2 12 2.4 9 .6 4 .8 12 9.6 45.6

基数 1 3 5 1 4 2 5 4 19 基／44基

既設除却 ▲ 10

2月22日進捗
見込

既設除却
3月30日進捗
見込

既設除却

2月22日進捗
見込

基数

既設除却 ▲ 22 ▲ 26
3月30日進捗
見込（概略）

12 24

基数 10 20

既設除却 ▲ 22 ▲ 26

2016年度

リ
プ
レ
ー

ス
タ
ン
ク

16.2の見込
／計画基数

H2ブルータンクエリア
現地溶接型

H4エリア
完成型

H1ブルータンクエリア
完成型

H1東フランジタンクエリア
完成型

H2フランジタンクエリア
現地溶接型

2015年度

タンク撤去・地盤

地盤改良・基礎設置

残水・撤去

地盤改良・基礎設置

タンク

地盤改良・基礎設置

タンク残水・撤去

地盤改良・基礎設置

残水・撤去

フランジタンクエリアのタンク開発量は、
上記ブルータンクエリアに計上

フランジタンクエリアのタンク開発量は、
上記ブルータンクエリアに計上

10月以降86.4

10月以降30
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エリア 2月実績 3月見込 全体状況

J4 5基 － 現地溶接タンクは完了。2015/11/21完成型タンク5基を設置完了。使用前検査日変更
（2016/2/4）による供用開始繰り延べ。

J7 8基 0基 タンク組立中。

J8 － 0基

(3減)

環境管理棟の北側エリアに700m3、9基の現地溶接型タンクを設置する計画。現在はタンク組立中。
実施計画の申請時期の変更により供給開始時期の変更。

J9 － － 旧技術訓練棟を撤去後、トータル1万m3弱のタンクを設置する計画。詳細は検討中

K3 － 0基

(4減)

高性能多核種除去装置の北側エリアに700m3、12基の工場完成型タンクを設置する計画。現在は基
礎構築、タンク設置を実施中。実施計画の申請時期の変更により供給開始時期の変更。

K4 － － 多核種除去装置エリアにおいてトータル3万m3前後のタンクを設置する計画。詳細は検討中

H1 － － ブルータンクエリアの63基は設置完了。2015/10/28フランジタンク解体完了。現在、既設タンク
基礎の撤去、地盤改良・基礎構築中。地盤改良中に、かつての仮設コンクリート基礎が発掘されたた
め、初号基供用開始が数週間遅延。

H2 － － 2015/5/27フランジタンク解体着手。2015/10/1ブルータンク撤去認可。2016/3/11フランジ
タンク全28基撤去完了。現在、地盤改良実施中。

H4 － － 2015/12/14フランジタンク解体認可。現在、フランジタンク撤去中。

２-３．タンク建設進捗状況



２-４．実施計画申請関係
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エリア 申請状況

J4 新設タンク5基分

・2015/9/28 実施計画変更申請

・2016/1/8 実施計画補正申請（建屋内RO循環設備設置，1uR/B・サブドレン水位変更と同時申請）

・2016/1/28 実施計画認可

J7 ・2015/9/11 実施計画認可

J8 ・2016/2/4 実施計画変更申請（K3エリアタンクと同時申請）

・2016/3/24 実施計画補正申請（認可待ち）

J9 ・実施計画変更申請準備中

K3 ・2016/2/4 実施計画変更申請（J8エリアタンクと同時申請）

・2016/3/24 実施計画補正申請（認可待ち）

K4 ・実施計画変更申請準備中

H1 リプレースタンク24基分

・2015/9/28 実施計画変更申請

・2016/1/8 実施計画補正申請（建屋内RO循環設備設置，1uR/B・サブドレン水位変更と同時申請）

・2016/1/28 実施計画認可

H2 リプレースタンク分

・実施計画変更申請準備中

H4 リプレースタンク分

・実施計画変更申請準備中



２-５．タンク建設状況（Ｊエリア現況写真）
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J4
J3

J2
J1J5

J6

J7

Ｊ１，２，３，４，５，６，７，８エリア（3/22）

J8



２-６．タンク建設状況（Ｋ３エリア現況写真）

8無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

Ｋ３エリア（3/22）



３-１．Ｈ２エリアのフランジタンク解体進捗
2016.3.22現在の進捗

解体完了 ： ２８／２８基
《 3月11日に28基の解体が完了 》

【凡例】
：解体準備
：残水処理中・完了
：先行塗装中・完了
：天板・側板・底板解体

Ｎ

Ｃ５

Ａ１２
Ａ６

Ａ１１

Ｃ４

Ａ５

Ａ１０

Ｃ３

Ａ４

Ａ９

Ｃ２

Ａ２

Ａ８

Ｃ１

Ａ３

Ｄ２

Ｂ２
Ｂ５

Ｄ３

Ｂ３

Ｂ４

Ｄ４

Ｄ５

Ｂ６

Ｄ１

Ｂ１

Ａ７

2016.3.22の定点写真

Ｈ４エリア

Ａ１

解体準備中
（歩廊・集塵機設置 他）

０基

残水処理中・完了 ０基

先行塗装中・完了 ０基

天板・側板・底板解体 ０基

解体完了 ２８基
A1～12，B1～6
C1～5，D1～5
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３-２．Ｈ４エリアのフランジタンク解体進捗
2016.3.22現在の進捗

着手済み ： ３０／５６基

【凡例】
：解体準備
：残水処理中・完了
：先行塗装中・完了
：天板・側板・底板解体

Ａ６

Ａ５

Ａ４

Ａ３

Ｂ２

Ｂ３

Ｂ６

Ｂ５

N‐Ａ５
N‐Ａ４

N‐Ａ６
N‐Ｂ１

N‐Ｂ２ N‐Ｃ４

N‐Ｃ５

Ｂ２

N‐Ｃ１

N‐Ｃ２
N‐Ｃ３

N‐Ａ２

N‐Ａ３

N‐Ａ１
N‐Ｂ５

N‐Ｂ４
N‐Ｂ３

Ｂ３
Ｂ４

Ｂ５

Ｂ１
Ａ１

Ａ２
Ａ３

Ｂ４

Ｂ１

Ａ１
Ａ２

Ｃ９

Ｃ８
Ｃ１０

Ｃ６

Ｃ７
Ｃ３

Ｃ４

Ｃ５

Ｃ１

Ｃ２

Ｄ８

Ｄ７

Ｄ１

Ｄ１０

Ｄ９

Ｄ６

Ｄ２

Ｄ３

Ｄ４

Ｄ５

解体準備中
（歩廊・集塵機設置 他）

１基 N-B1 天板・側板・底板解体 ４基 B3，N-B2，N-C1,4

残水処理中・完了 １９基
A3,4，B2,4.5，C1～3,8
～10，N-A4～6,
B1,3,4,C1,4,5

解体完了 ５基 A5,6，B6，N-C2,3

先行塗装中・完了 １基 N-B4
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３-３．Ｈ４エリアのフランジタンク解体進捗

11

2016.3.22現在の進捗

撮影方向①

撮影方向① 撮影方向② 2016.3.22の定点写真2016.3.22の定点写真

撮影方向②
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３－４．タンク解体中のダスト測定結果

【２月から３月で解体したタンク(７基)における作業中のダスト測定結果】

 全てのタンクにおいて作業管理基準値を超過する状況は無かった。

 作業管理基準はマスク（全面、反面マスク）着用基準の1/4の値であり、十分低い値。

：検出限界値未満

無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 12
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＜地下水他流入量＞
○2016.2～5/15：約500 m3/日

（HTI建屋止水・地下水バイパス・サブドレンを
考慮した地下水流入量：約150 m3/日
護岸エリアの地下水の建屋への移送量：約350 m3/日）

○2016.5/16～：約250 m3/日
（陸側遮水壁第一段階：海側全面＋山側95％閉合。
HTI建屋止水・地下水バイパス・サブドレンを
考慮した地下水流入量：約150 m3/日
護岸エリアの地下水の建屋への移送量：約100 m3/日

◎2016.2～3(建屋滞留水水位低下に伴う1uR/B他からの移送)
： 約1,400 m3 受入考慮

※前提条件については，状況の変化を踏まえ適宜見直す予定

※陸側遮水壁第二段階以降の効果は見込んでいない

４-１．水バランスシミュレーション前提条件

前回 水バランスシミュレーション前提条件
今回 水バランスシミュレーション前提条件

赤字が前回からの変更点

＜地下水他流入量＞
○2016.３～5/15：約500 m3/日

（HTI建屋止水・地下水バイパス・サブドレンを
考慮した地下水流入量：約150 m3/日
護岸エリアの地下水の建屋への移送量：約350 m3/日）

○2016.5/16～：約250 m3/日
（陸側遮水壁第一段階：海側全面＋山側95％閉合。
HTI建屋止水・地下水バイパス・サブドレンを
考慮した地下水流入量：約150 m3/日
護岸エリアの地下水の建屋への移送量：約100 m3/日

◎2016.3(建屋滞留水水位低下に伴う1uR/B他からの移送)
： 約860 m3 受入考慮

※前提条件については，状況の変化を踏まえ適宜見直す予定

※ALPS等処理水を貯蔵しているフランジ型タンクは当分の

間使用を継続するが，その期間については今後適宜調整

※陸側遮水壁第二段階以降の効果は見込んでいない

＊また、今回はシミュレーション期間を「～2016/10/1」を「～2017/4/1」に延長
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実績 想定

４-２．水バランスシミュレーション

＜地下水他流入量＞
○2016.３～5/15：約500 m3/日

（HTI建屋止水・地下水バイパス・サブドレンを
考慮した地下水流入量：約150 m3/日
護岸エリアの地下水の建屋への移送量：約350 m3/日）

○2016.5/16～：約250 m3/日
（陸側遮水壁第一段階：海側全面＋山側95％閉合。
HTI建屋止水・地下水バイパス・サブドレンを
考慮した地下水流入量：約150 m3/日
護岸エリアの地下水の建屋への移送量：約100 m3/日

◎2016.3(建屋滞留水水位低下に伴う1uR/B他からの移送)
： 約860 m3 受入考慮

※前提条件については，状況の変化を踏まえ適宜見直す予定

※ALPS等処理水を貯蔵しているフランジ型タンクは当分の

間使用を継続するが，その期間については今後適宜調整

※陸側遮水壁第二段階以降の効果は見込んでいない
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実績 想定

４-３．水バランスシミュレーション

＜地下水他流入量＞
○2016.３～5/15：約500 m3/日

（HTI建屋止水・地下水バイパス・サブドレンを
考慮した地下水流入量：約150 m3/日
護岸エリアの地下水の建屋への移送量：約350 m3/日）

○2016.5/16～：約250 m3/日
（陸側遮水壁第一段階：海側全面＋山側95％閉合。
HTI建屋止水・地下水バイパス・サブドレンを
考慮した地下水流入量：約150 m3/日
護岸エリアの地下水の建屋への移送量：約100 m3/日

◎2016.3(建屋滞留水水位低下に伴う1uR/B他からの移送)
： 約860 m3 受入考慮

※前提条件については，状況の変化を踏まえ適宜見直す予定

※ALPS等処理水を貯蔵しているフランジ型タンクは当分の

間使用を継続するが，その期間については今後適宜調整

※陸側遮水壁第二段階以降の効果は見込んでいない

「ALPS等処理水」を「ALPS処理水」および
「Sr処理水」に分けて表示したグラフ



東京電力株式会社

 
 

  
2016/3/30 7:00 現在

福島第一原子力発電所 陸側遮水壁 試験凍結の状況について ：地中温度（測温管温度）
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2BLK-S30 中粒砂岩層 平均地中温度 （11.5℃）

2BLK-S30 互層部 平均地中温度 （10.3℃）
No1 ※凍結管と測温管との離隔

964mm
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3BLK-S380 中粒砂岩層 平均地中温度 （10.5℃）

3BLK-S380 互層部 平均地中温度 （7.2℃）
No2 ※凍結管と測温管との離隔

552mm

6本複列
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3BLK-S191 中粒砂岩層 平均地中温度 （11℃）

3BLK-S191 互層部 平均地中温度 （11.5℃）
No3 ※凍結管と測温管との離隔

895mm
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3BLK-S190 中粒砂岩層 平均地中温度 （11.7℃）

3BLK-S190 互層部 平均地中温度 （10.6℃）

4本複列

※凍結管と測温管との離隔
1148mmNo4
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3BLK-S150 中粒砂岩層 平均地中温度 （9.4℃）

3BLK-S150 互層部 平均地中温度 （8.7℃）

No5

6本複列

※凍結管と測温管との離隔
602mmNo5
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3BLK-S110 中粒砂岩層 平均地中温度 （10℃）

3BLK-S110 互層部 平均地中温度 （8.7℃）

No6

6本複列

※凍結管と測温管との離隔
1434mm
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4BLK-S30 中粒砂岩層 平均地中温度 （10.6℃）

4BLK-S30 互層部 平均地中温度 （13℃）
No7 ※凍結管と測温管との離隔

980mm

2015/06/03 9：30
No7へのブライン供給を休止
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6BLK-S310 中粒砂岩層 平均地中温度 （11.1℃）

6BLK-S310 互層部 平均地中温度 （13.6℃）

6BLK-S320 中粒砂岩層 平均地中温度 （10.7℃）

6BLK-S320 互層部 平均地中温度 （13.2℃）

No8
※凍結管と測温管との離隔

6BLK-S310 1564mm
6BLK-S320 2311mm
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6BLK-S300 中粒砂岩層 平均地中温度 （11.4℃）

6BLK-S300 互層部 平均地中温度 （12.7℃）

No9 ※凍結管と測温管との離隔
548mm
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6BLK-S260 中粒砂岩層 平均地中温度 （9.7℃）

6BLK-S260 互層部 平均地中温度 （1.2℃）
No10

6本複列

※凍結管と測温管との離隔
413mm
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6BLK-S110 中粒砂岩層 平均地中温度 （12.8℃）

6BLK-S110 互層部 平均地中温度 （12.9℃）

No11
※凍結管と測温管との離隔

1092mm
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7BLK-S270 中粒砂岩層 平均地中温度 （12.2℃）

7BLK-S270 互層部 平均地中温度 （12.2℃）

No12
※凍結管と測温管との離隔

1253mm
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7BLK-S210 中粒砂岩層 平均地中温度 （13.3℃）

7BLK-S210 互層部 平均地中温度 （13.3℃）
No13 ※凍結管と測温管との離隔

966mm
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7BLK-S140 中粒砂岩層 平均地中温度 （11.4℃）

7BLK-S140 互層部 平均地中温度 （10℃）
No14 ※凍結管と測温管との離隔

720mm
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7BLK-S130 中粒砂岩層 平均地中温度 （11.7℃）

7BLK-S130 互層部 平均地中温度 （9℃）
No15 ※凍結管と測温管との離隔

1317mm
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8BLK-S140 中粒砂岩層 平均地中温度 （13.3℃）

8BLK-S140 互層部 平均地中温度 （13.5℃）
No16 ※凍結管と測温管との離隔

908mm

2015/08/13 8：30
No16へのブライン供給を休止
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8BLK-S25 中粒砂岩層 平均地中温度 （10.4℃）

8BLK-S25 互層部 平均地中温度 （9.8℃）
No17 ※凍結管と測温管との離隔

1620mm

2015/08/14 9：08
No17へのブライン供給を休止
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8BLK-S20 中粒砂岩層 平均地中温度 （8℃）

8BLK-S20 互層部 平均地中温度 （0.1℃）

No18

6本複列

※凍結管と測温管との離隔
520mmNo18

2015/08/14 9：08
No18へのブライン供給を休止2015/08/21 10：04～

10m盤へのブライン供給を休止

注１）中粒砂岩層の平均地中温度：地表～GL－2mと第1泥質部境界付近を除く1mピッチで計測されている測温管温度の平均値
注2）互層部の平均地中温度：互層部上下の層境界付近を除く，1mピッチで計測されている測温管温度の平均値
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互層部

測温管が下流側（2015/8/21～ブライン供給停止中）
2015/08/14以前のブライン供給停止箇所

測温管が上流側（2015/8/21～ブライン供給停止中）

測温管が下流側（2015/08/21～ブライン供給停止中）
2015/08/14以前のブライン供給停止箇所

測温管が上流側（2015/08/21～ブライン供給停止中）



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 鹿島建設株式会社

陸側遮水壁閉合（第一段階）の開始について

2016年３月31日

東京電力株式会社

鹿島建設株式会社

本内容は，経済産業省「平成25年度汚染水処理対策事業補助金（凍土方式遮水
壁大規模整備実証事業）」の成果による。



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 鹿島建設株式会社 1

陸側遮水壁 全体概要

Ｎ

提供：日本スペースイメージング(株)，©DigitalGlobe，2014年12月25日撮影

凍結プラント
冷凍機，冷却塔 各30基 他

【-25～-30℃程度の冷却ブラインを循環】

ブライン移送配管

陸側遮水壁

海側遮水壁

：注水井（全33孔）

：海側遮水壁
：陸側遮水壁

陸側遮水壁
• 凍結管：1,568本（深さ：25～30m程度）
• ブライン移送配管設置：3,080m



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 鹿島建設株式会社 2

2～4号建屋西側 施工完了状況 4号機建屋南側 施工完了状況

1～2号機建屋東側 施工完了状況

経緯

準備工事着手：2013年11月27日

本工事着手：2014年6月2日

凍結準備完了：

山側：2015年9月15日

海側：2016年2月9日

凍結開始：2016年3月31日

陸側遮水壁 施工完了状況と経緯



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 鹿島建設株式会社

陸側遮水壁の閉合の進め方

333333

陸側遮水壁の海側の閉合を先行させ，陸側遮水壁の山側についても段階的な閉合を目

指す方針とする。

陸側遮水壁の閉合は以下の３段階で進める。

• 第一段階：海側全面閉合＋山側部分閉合する段階（今回実施）

• 第二段階：第一段階と第三段階の間の段階

• 第三段階：完全閉合する段階

第一段階の定義

・サブドレンが稼働していることを前提に，建屋周りの地下水位が低下した際
にも，サブドレンを停止することで迅速かつ確実に地下水位が回復でき，建
屋水位と地下水位の逆転リスクが極めて低い段階



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 鹿島建設株式会社

陸側遮水壁 第一段階の実施工程

4

4月 5月 6月 7月 8月

第一段階

陸側遮水壁（海側全面）

陸側遮水壁（山側：北側一部）

陸側遮水壁
（山側：部分先行凍結箇所※）

陸側遮水壁
（山側：未凍結箇所（約5%）を

除く残りの部位）

第二段階

第三段階

第一段階では更に段階的に２つのフェーズを設け，フェーズ毎の凍結状況を確認しながら慎重に閉合を進める。

フェーズ１では，陸側遮水壁の「海側全面」，「北側一部」，「山側の部分先行凍結箇所（凍結管間隔が広
く凍りにくい箇所）」を同時に凍結する。これにより山側の閉合範囲は山側総延長の約48%となる。

フェーズ２では，海側の遮水効果発現開始に併せて第一段階の「未凍結箇所（詳細は後述）」を除く山側の
残りの部位を凍結する。これにより山側の閉合範囲は山側総延長の約95%以下となる。

：凍結開始～効果発現開始
：効果発現開始後，凍土成長～維持
：部分先行凍結

※ 山側未凍結箇所（約５％）を除く残りの部位の凍結を開始するまで
部分先行凍結を継続する

計画中
（別途，申請予定）

凍結開始

（3/31）
▽

効果発現開始
▽

効果発現開始
▽

第一段階閉合（山側）
効果発現開始
▽

凍結開始
▽

凍結開始
（3/31）

▽

フェーズ1
海側：100%，山側：約48%

フェーズ2
海側：100%，山側：約95%以下

凍結開始
（3/31）

▽



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 鹿島建設株式会社

第一段階 閉合範囲（フェーズ１）

5

第一段階（フェーズ１）では，以下の３つの範囲を先行して同時に凍結する。

海側全面 + 北側一部 + 山側部分先行凍結箇所

・海側全面：山側より先行させることにより，水位逆転リスクを低減するため

・北側一部：1号機建屋周辺の地下水の拡散を抑制するため

・部分先行凍結箇所：凍結に時間を要すると予想される部位を先行し，確実に凍結するため※

※ 凍結管間隔が広い箇所（複列施工箇所など）は，一般部（凍結管間隔：約1m）と比較して，凍結に時間を要するため，一

般部と同時に凍結開始した場合，地下水流が集中し，さらに凍結しにくくなる事象が想定される。これを避けるため，その

ような部位を一般部に先行して凍結する。



無断複製・転載禁止 東京電力株式会社 鹿島建設株式会社

第一段階 閉合範囲（フェーズ２）

6

約４ｍ

約６ｍ 約９ｍ 約７ｍ 約８ｍ
約７ｍ

約４ｍ

※ 図中の数値は各未凍結箇所の未凍結長さ

「海側全面 + 北側一部 + 山側部分先行凍結箇所」の凍結後，第一段階（フェーズ２）では，閉

合域内への地下水の流れ込みを確保することとし，未凍結箇所7箇所を除く山側を凍結する。



１号機タービン建屋の循環注水ラインからの
切り離し達成について

～原子炉建屋からタービン建屋へ滞留水が流入しない状況の構築～

1

２０１６年 ３月 ３１日

東京電力株式会社
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T/BR/B

1号機カバー
解体中

T.P.約1450
（O.P.約2900） ▼

▼ T.P.-2666
（O.P.-1230）

▼T.P.443
（O.P.1900）

【1号機水位状況図】
2016.3.16時点

T.P.1743
（O.P.3200）
でT/Bと連通

循環注水ライン

T/B：タービン建屋
R/B：原子炉建屋

：滞留水移送設備

▼T.P.約1250（O.P.約2700）

山側サブドレン

T.P.約2950▼
（O.P.約4300）

海側サブドレン

▼ T.P.約2400
（O.P.約3800）

１号機タービン建屋（Ｔ／Ｂ）内の滞留水水位はT.P.1250（O.P.2700）程度まで低下させており、

１号機原子炉建屋（Ｒ／Ｂ）内の滞留水水位は、滞留水移送装置により段階的に水位を低下させている。

循環注水を行っている１号機Ｒ／Ｂ水位を、隣接する１号機Ｔ／Ｂとの連通箇所であるレベルT.P.1743
（O.P.3200）以下まで低下（2016.3.7～）させ、水位が安定的に維持されていることを確認した。

これにより、循環注水に伴い発生するＲ／Ｂの滞留水が、Ｔ／Ｂに流入しない状況となり、滞留水処理
の完了に向けた取組の一つである「Ｔ／Ｂの循環注水ラインからの切り離し」を１号機にて達成したも
のと判断（2016.3.16）した。

今後、1号機Ｔ／Ｂ内の滞留水を減少させていく。

１号機タービン建屋の循環注水ラインからの切り離し
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１号機タービン建屋の循環注水ラインからの切り離し状況

滞留水処理に関する主な取組

今後、滞留水水位を地下水より低くなるように引き続き監視しつつ、各建屋の滞留水水位を低
下させ、各建屋に貯留されている滞留水を更に減少させていく。

３月

７日 ８日 ９日 1０～16日

１号機建屋滞留水水位

連通箇所水位（T.P.1743）

原子炉建屋（R/B)

タービン建屋(T/B)

T.P.約1800

T.P.約1450

T.P.約1250

滞留水処理に関する進捗状況

各建屋の滞
留水状況の
調査等

建屋水位の
引下げ

いずれかのタービン
建屋の循環注水ライ
ンからの切り離し

滞留水の放
射性物質量
の半減

建屋内滞留
水の処理完
了

2018年度末＊ 2020年末＊2015年度末＊

＊ 中長期ロードマップにおけるマイルストーン

2016.3.16（循環注水ラインからの１号機タービン建屋切り離し達成）
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４．中長期の具体的対策

４－２ 汚染水対策

（２）建屋滞留水処理の完了に向けた取組

地下水が流入する建屋壁面の貫通部のうち、止水可能な建屋貫通部については、速やかに
止水する。まずは、地下水流入が確認されている１号機コントロールケーブルダクトの建屋
接続部を止水し、以後も継続的に実施していく。

しかし、建屋壁面の貫通部は多数あり、貫通部の完全な止水は困難と予想される。このた
め、陸側遮水壁や敷地舗装等の効果による地下水位低下に合わせ、2015年度内に建屋内水
位の引下げを開始し、建屋内滞留水と地下水位の水位差を維持する等、建屋内の滞留水を外
部に漏洩させないための対策を講じながら、地下水流入抑制を図る。

循環注水を行っている１～３号機については、タービン建屋等を切り離した循環注水シス
テムを構築した上で、原子炉建屋の水位低下等の対策により、原子炉建屋から他の建屋へ滞
留水が流出しない状況を構築する。まずは、2015年度内にいずれかのタービン建屋を循環
注水ラインから切り離す。

原子炉建屋以外の建屋の滞留水の完全な除去には、雨水流入防止対策や、滞留水除去後の
ダスト対策が必要なことに留意しつつ、まずは、これらの滞留水を可能な限り浄化する。

これらの取り組みを通じ、2018年度内に建屋内滞留水※1中の放射性物質の量を半減さ
せ※2、2020年内に建屋内の滞留水処理完了を目指す。

※1 1～4号機建屋、高温焼却炉（HTI）建屋、プロセス建屋及び海水配管トレンチ内に滞留する水を指す。

※2 2014年度末時点の状態を比較対象とし、濃度の低下や水量の減少により行う。

【参考】中長期ロードマップ（抜粋）



地下貯水槽（ⅰ～ⅲ）観測孔における
全β放射能濃度上昇について

1

２０１６年３月３１日
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地下貯水槽ⅰ～ⅲ周辺の地下水モニタリングの状況

平成25年４月に地下貯水槽の漏洩が確認さ
れたため、監視を継続。
観測孔、及び海側観測孔における全β放射能濃度は

検出限界値未満で推移※

（※検出限界値の設定等により一時的に検出されたことは有り）

平成28年３月1日のサンプリングにおいて、
地下貯水槽No.ⅰ～ⅲ周囲の複数の観測孔で
全β濃度を検出。

翌日より、観測孔、海側観測孔の採取頻度を
増やしてモニタリング強化を開始。

現在、監視強化と併行して要因を調査中
過去の漏洩による汚染の可能性

地表面からの汚染流入の可能性

周辺工事による影響、など

No.ⅰ
No.ⅱ
No.ⅲ

提供：日本スペースイメージング(株)、DigitalGlobe、2015年8月10日撮影
Ｎ

地下貯水槽

図 地下貯水槽No.ⅰ～ⅲの位置

地下貯水槽観測孔　分析結果（２０１６年３月１日分）

地下貯水槽観測孔（i～ⅲ）

A11 A12 A13 A14 A15 A16 A17

採取時刻 8:39 8:35 8:30 8:26 8:23 8:19 8:15

全ベータ(Bq/L) 89 32 43 69 46 100 200

砕石充填

ベントナイトシート

地 盤

マンホール

高密度ポリエチレン
シート

プラスチック貯水槽

ドレーン孔

漏えい検知孔

ドレーン設備

砕石充填

ベントナイトシート

地 盤

マンホール

高密度ポリエチレン
シート

プラスチック貯水槽

ドレーン孔

漏えい検知孔

ドレーン設備

図 地下貯水槽の構造

地下貯水槽(ⅰ～ⅲ）観測孔 ドレン孔

ドレン設備

ベントナイト
シート

漏えい検知孔

地盤

高密度
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ

砕石充填

※孔番号については、次ページ図参照



3

地下貯水槽ⅰ～ⅲ周辺のモニタリングの状況（観測孔）

3月1日の検出以降、監視を強化中。
A-4のように若干高めの観測孔もある
が、全体的に濃度は低下傾向

図 観測孔の全ベータ濃度（２０１６年１月～）

N

E

W

S
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地下貯水槽ⅰ～ⅲ周辺のモニタリングの状況（検知孔、ﾄﾞﾚﾝ孔）

地下貯水槽に設置されている検知孔、ドレン孔の濃度に変化は見られていない。

図 地下貯水槽No.ⅰ～ⅲのドレン孔、検知孔の放射性物質濃度（２０１３年４月～）

注 検出された場合のみプロット
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地下貯水槽ⅰ～ⅲ周辺のモニタリングの状況（海側観測孔）

地下貯水槽No.ⅰ～ⅲの東側に位置する海側観測孔では、
地下貯水槽に近い②で全ベータ濃度が検出されたが、低
濃度でありその後はまた不検出となっている。

引き続きモニタリングを継続する。

図 海側観測孔のモニタリング結果（２０１６年１月１日～）

N

E

W
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高温焼却炉建屋内における
堰内漏えいについて

２０１６年３月３１日
東京電力株式会社

1



発生事象の概要及び時系列
１. 概要

・発生日：2016年3月23日
・漏えい場所：高温焼却炉建屋北側エリアの配管切断箇所※

２．時系列

3月23日（水）

3月24日（木）

切断した配管を溶着させ切断前の状態に復旧。なお、弁(F418）は閉状態でチェーンロックにより固定
。

※滞留水をセシウム吸着塔装置等へ直接移送する系統を構成する設備の設置を目的として実施

７：００頃 工事会社担当者が現場到着

７：３０頃 切断配管部を系統隔離する弁(F418)が閉状態であることを作業員が目視にて確認。

８：００頃 当該配管（ポリエチレン管）に切れ目を入れ、配管内の残水回収を開始。

９：３０頃 配管からの残水が滴下状態になったことを確認。

１０：００頃 配管を切り離し、開口部をビニールで養生。

１１：４３ セシウム吸着装置起動。

１１：５１ セシウム吸着装置の処理水の移送を開始。

１１：５２ 高温焼却炉建屋 漏えい検知器の警報発生を運転員が確認。

１２：２０頃 工事会社担当者が配管の切断箇所より漏えいしていることを確認。

１３：００前 当社社員と工事会社の担当者が、切断箇所につながるライン上の弁（F418）が全開であることを確認
し、当社社員が閉操作を実施。

１７：２２～２０：５５ 漏えい水回収・完了。

2



３．漏えい範囲・漏えい量・分析結果

・漏えい範囲

・漏えい量： 約 5.25m3 （約35m×約5mの範囲に深さ最大3cm程度の水が漏えい)
・漏えい水の分析結果： 134Cs：6.3×104 [Bq/リットル] 137Cs：3.2×105 [Bq/リットル] 全β：4.8×105 [Bq/リットル]

漏えい範囲、漏えい量及び漏えい水の分析結果

北側扉（床面がスロープ※）

南側扉（床面がスロープ※）

※今回漏えいした場所は、
床面がスロープ状であり
水が漏えいした場合でも
建屋内に留まる構造。

セシウム吸着塔装置
（処理水移送配管）

漏えい範囲

約35m×約5m×約3cm
（約5.25m3）

漏えい箇所

漏えい検知器

漏えい検知器（発報）
高温焼却炉建屋１階

ろ過水ライン

サプレッションプール水サージタンク（ＳＰＴ）の（B）へ

：通常の処理水が流れるライン

：漏えいを発生させたライン
F418

切断箇所

ポンプ

第二セシウム吸着装置

セシウム
吸着装置

SPT

ろ過水ライン

滞留水

F418

プロセス主建屋地下

：処理水移送時の流路

：起動直後の流路

※当該作業は、設備改造のため実施計画変更許可申請中

※焼却工作建屋

高温焼却炉建屋

セシウム
吸着装置

プロセス主建屋地下

焼却工作建屋

：起動直後の処理水が流れるライン

3



漏えいのメカニズム及び漏えいの原因調査（その１）

４．漏えいのメカニズム
セシウム吸着装置を起動した際、セシウム吸着装置に接続されている配管と漏えい箇所（切断箇所）との間を隔離する弁
(F418）が開状態となっており、当該弁を経由して、内包水※が切断箇所から流出した。

（※内包水：起動直後であり、装置内の水張水と処理水が混合。）
５．漏えいの原因調査

現在までの調査状況を以下に示す。

（１）弁(F418）の開閉状態
工事会社作業員は、2016年3月23日、今回の配管切断作業開始前に当該弁のスリットが配管方向と直交であり、
当該弁が閉となっていることを確認して切断作業に入った。しかし、漏えい発生後、当社工事監理員が現場に行った
ところ、当該弁は開状態になっていた。なお、弁（F418）に関する作業許可の記録から、当社工事監理員は、
2015年11月5日に当該弁が閉状態であったことを確認している。以降、漏えいが発生する当日まで、弁（F418）
を操作する作業は確認されていない。

4

閉状態の弁(F418)

弁操作棒の
動作方向

ロックピン

スリット

弁の閉状態では

スリットと配管
方向が直交。

配管方向

(作業開始前より鉛遮へいシートを一部外された状態であった。)



漏えいのメカニズム及び漏えいの原因調査（その２）
（２）工事会社と当社とのコミュニケーション

当社工事担当グループは、当社と工事会社との全体工程打ち合わせ（2月10日）において、当該配管を含む複数
配管は、実施計画申請中であり、今回の停止期間には認可の見通しがないため、切断しない旨を工事会社に指示し
ていた。工事会社の工事担当グループは、当社の指示に基づき工程を見直したが当該配管については修正し忘れて
いた。（他配管については修正されていた。）工事会社担当者は、この工程をもとに配管切断作業を計画していた。

（３）作業許可(PTW）の運用状況
工事会社担当者は、作業1週間前に，3月23日に複数の作業の一つとして当該切断作業を実施する予定であること
を当社工事監理員に電話で伝えた。しかし，当社工事監理員は、当該配管の切断作業は、事前に今回の工事では
行わないことを工事会社に伝達済みであったため、連絡を受けた作業に当該箇所の配管切断作業が含まれている
ことを認識していない。このため、当社工事監理員は当該配管切断の作業許可を申請する必要性は感じなかった。
なお、当社工事監理員は当該工事において作業許可が必要な作業４件については作業許可を取り、タグ取付、
現地立会を実施している。

（４） 配管切断当日の動き
工事会社担当者は、切断作業をすることは先の電話で当社の工事監理員に連絡し理解を得たと認識しており、
弁（F418)が閉であったため、切断作業を実施した。工事会社担当者は、震災以降は作業許可（写し）の受け
渡しが遅れることも経験しており、作業前に許可証が受取れていないこと、弁に操作禁止タグのないことで
立ち止まらなかった。
当社工事監理員は、当日の作業予定表に複数の作業（「PE管切断、布設」、「既設ホース撤去（A階段室）」
他）の記載があったが、当該配管を切断することを特定できる記載はなかったため、当該配管の切断とは
この時点でも理解できなかった。

（５）周辺作業員の調査
高温焼却炉建屋内にて関連する作業をしていた約140名の作業員と約15名の当社社員に対し、所属（工事担当
会社、及び協力企業、当社社員）、作業時間帯（当日午前中の作業）、作業場所、作業内容（弁操作の有無を
含む）を調査した結果、他に弁（Ｆ418）の操作を行った作業員及び当社社員はいないことを確認した。
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今後の調査他

６．今後の調査及び対策の検討

弁の開閉状態、当社と工事会社のコミュニケーションについて引き続き、調査をしてゆくとともに
対策の検討を行う。

７．現時点までの調査から判ったこと

現状の調査結果から、以下の要因が明らかになった。

○当社工事監理員と工事会社担当者の意思疎通が電話で行われ、相互の理解が異なったまま、工事が
開始されたことから、相互コミュニケーションの方法のやり方として、書面（作業予定表等）での
相互確認と当社工事監理員の作業内容の把握に問題があったこと。

○当社工事監理員からの作業許可の通知及び安全処置のタグがない状態で、工事会社担当者の指示に
基づき切断作業が行われたことから、工事会社担当者に作業許可ルールの重要性の認識不足があっ
たこと。

８．既に実施を開始している事項

○作業予定表・防護指示書について日々、四週間工程表については１回/週の頻度で当該工事会社と
作業内容の確認を行い、作業許可申請の調整・準備、立会予定、作業安全を考慮する事項等を当社
工事監理員と工事会社担当者が、書面で合意する。

○設備に影響を生じる「配管切断」、「解線・結線」などの作業前には、工事会社担当者が安全処置が
実施されていることを確認する。工事会社担当者が安全処置実施のタグが取付けられていることを
確認した後、作業を行うことを当該工事会社で徹底する。
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【参考】高温焼却炉設備建屋／プロセス主建屋のバイパス／地下浄化 工事概要

【現状】
タービン建屋地下滞留水を集中R/W建屋地下［（高温焼却炉設備建屋（HTI），プロセス主建屋

（PMB）］に移送し，集中R/W建屋地下をバッファとして処理を行っている。

HTI建屋地下の滞留水処理をセシウム吸着装置（KURION）の処理能力余裕分によりＨＴＩ建屋

地下滞留水の浄化を実施するためのラインは構成されている。

改造内容：タービン建屋地下滞留水の汚染水処理装置への移送ラインの設置

・タービン建屋地下滞留水を集中R/W建屋地下を経ずに直接、汚染水処理装置（セシウム吸着装置

（KURION）または第二セシウム吸着装置（SARRY））に移送し処理するためのラインを設置する。

・タービン建屋からの移送量が一時的に汚染水処理装置容量を超えた時のバッファタンクとしてＳＰＴ

（Ａ）を用いるためのラインを設置する。

改造後の運用計画

・集中R/W建屋地下をバッファ(*)から外し，タービン建屋地下滞留水を汚染水処理装置またはSPT(A)

へ移送する予定。なお，SPT(A)へ移送した滞留水は、速やかにSPT(A)からセシウム吸着装置にて

浄化後、SPT(B)へ移送する。

・処理装置の処理能力余裕分（主にセシウム吸着装置（KURION））により集中R/W建屋（HTI及び

PMB)地下滞留水の浄化を実施する。

7

(※)タービン建屋地下滞留水の流入状況等を踏まえて集中R/W地下のバッファを順次進める。集中R/W 建屋地
下の浄化後，豪雨等による滞留水急増等に対応するため，当面は非常用の貯留場所として運用予定。



【参考】高温焼却炉設備建屋／プロセス主建屋のバイパス／地下浄化 工事系統概要

＃１～＃３
Ｒ／Ｂ

＃１～＃４
Ｔ／Ｂ

＃１～＃３
ＣＳＴ 処理水

濃縮水

ＳＰＴ（B）
貯蔵タンク

ＨＴI 

P

第二セシウム除去
（SARRY)

P

プロセス

セシウム除去
（KURION)

P

P
ＳＰＴ受入水

タンク
P

炉注水

RO塩分除去
（淡水化）

集中RW 

処理能力余裕分（KURION）による
プロセス主建屋地下滞留水の浄化
ラインの設置

滞留水移送のバッファをSPT(A)とする
移送ラインを設置

＃１～＃３
ＣＳＴ

処理水

ＳＰＴ（B） 貯蔵タンク

P
ＳＰＴ受入水

タンク
P

ＳＰＴ（A）

P

炉注水

RO塩分除去
（淡水化）

タービン建屋地下滞留水をバッファを経ずに
処理装置（KURION、SARRY）に移送

現状

改造後（将来像含む）

工作

ＨＴI 
第二セシウム除去

（SARRY)

P

ﾌﾟﾛｾｽ

セシウム除去
（KURION)

浄化(循環)

工作

＃１～＃３
Ｒ／Ｂ

＃１～＃４
Ｔ／Ｂ

P

F418

F418

P

F422

浄化(循環)
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1

サブドレン他水処理施設の状況について

2016年3月31日
東京電力株式会社



1．サブドレン他水処理施設の概要

 サブドレン他水処理施設は、集水設備、浄化設備、移送設備から構成される。
＜集水設備＞

サブドレン集水設備

１～４号機タービン建屋等の周辺に設置されたサブドレンピットから地下水をくみ上げる設備

地下水ドレン集水設備

海側遮水壁と既設護岸の間に設置された地下水ドレンポンドから地下水をくみ上げる設備

＜浄化設備＞

サブドレン他浄化設備

くみ上げた水に含まれている放射性核種（トリチウム除く）を十分低い濃度になるまで除去し、

一時貯水タンクに貯留する設備

＜移送設備＞

サブドレン他移送設備

一時貯水タンクに一時貯留した処理済水を水質分析した後、排水する設備

【集水設備】地下水のくみ上げ 【浄化設備】くみ上げた地下水の浄化 【移送設備】水質確認・排水

サブドレン

地下水ドレン

集水タンク 一時貯水タンクのサンプリング、排水設備浄化設備

前処理
フィルタ

吸着塔※

処理装置
供給タンク

処理装置
供給ポンプ

浮
遊
物
質
除
去

セ
シ
ウ
ム
粗
取
り
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遊
物
質
除
去
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※11/6～Cs／Sr吸着、3塔構成

処理装置
加圧ポンプ
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2-1．サブドレンの汲み上げ状況（２４時間運転）

：横引き管：横引き管
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 山側サブドレンＬ値をT.P.5,064 (O.P.6,500)から稼働し、段階的にＬ値の低下を実施。
実施期間：9月17日～
Ｌ値設定：3月10日～ T.P.2,500 (O.P.3,936)で稼働中。※1

 海側サブドレンＬ値をT.P. 4,064 (O.P.5,500)から稼働し、段階的にＬ値の低下を実施。
実施期間：10月30日～
Ｌ値設定：3月2日～ T.P.2,500 (O.P.3,936)で稼働中。

 一日あたりの平均汲み上げ量：約400m3（9月17日15時～3月28日15時）

※1 3/10より、１号機原子炉建屋との比較対象サブドレンピット(No.8,9,203～207)以外のピットについて、
設定水位をT.P.2,500mm (O.P.3,936mm)に変更。
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2-2. サブドレン稼働状況

 9/17より山側サブドレン24時間稼働を開始し、以降段階的水位低下を実施。 9/17より山側サブドレン24時間稼働を開始し、以降段階的水位低下を実施。

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P. 4,064mm
(O.P.5,500mm)

海側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.3,500mm

(O.P.4,936mm)
※２

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.3,500mm

(O.P.4,936mm)

海側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.3,500mm

(O.P.4,936mm)

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.3,500mm

(O.P.4,936mm)

海側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.3,100mm

(O.P.4,536mm)

以降、周辺の水位状況等
を確認しながら、段階的に
水位低下させる

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.3,100mm

(O.P.4,536mm)

海側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.3,100mm

(O.P.4,536mm)

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.5,064mm

(O.P.6,500mm)

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.4,564mm

(O.P.6,000mm)

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.4,064mm

(O.P.5,500mm)

1/7～1/13

10/1～10/21

現時点

10/22～10/29

1/29～2/9

12/3～12/14 12/15～12/21 12/22～1/69/17～9/30

1/14～1/28

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.3,100mm

(O.P.4,536mm)

海側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.2,750mm

(O.P.4,186mm)

対象：
山側サブドレン
海側サブドレン ※１

Ｌ値設定：
T.P.4,064mm

(O.P.5,500mm)

10/30～12/2

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P. 2,750mm

(O.P. 4,186mm)

海側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.2,750mm

(O.P.4,186mm)

※１ 11/17より、 T.P.3,964mm (O.P.5,400mm)で稼働。
※２ 12/3よりNo.201,202,23,24,25,26,27,32,33,34,53,55,58の設定水位をT.P.3,500mm (O.P.4,936mm)に変更。
※３ 3/10より、１号機原子炉建屋との比較対象サブドレンピット(No.8,9,203～207)以外のピットについて、設定水位をT.P.2,500mm (O.P.3,936mm)に変更。

2/10～3/1

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P. 2,750mm

(O.P. 4,186mm)

海側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.2,600mm

(O.P.4,036mm)

3/2～3/9

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P. 2,750mm

(O.P. 4,186mm)

海側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.2,500mm

(O.P.3,936mm)

3/10～

対象：
山側サブドレン

Ｌ値設定： ※３
T.P.2,500mm

(O.P.3,936mm)

海側サブドレン

Ｌ値設定：
T.P.2,500mm

(O.P.3,936mm)
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3-1．排水実績

 サブドレン他浄化設備は、2015年9月14日に排水を開始し、3月28日までに108回目の排水を完了。
排水量は、合計85,015ｍ３。

 一時貯水タンクの水質はいずれも運用目標（Cs134=1, Cs137=1, 全β＝3, H3＝1,500(Bq/L)）未
満である。

排水日 2/20 2/21 2/24 2/25 2/26 2/27 2/28 3/2

一時貯水タンクNo. B C D E F G A B

浄化後
の水質
(Bq/L)

試料
採取日

2/13 2/15 2/17 2/18 2/20 2/21 2/22 2/24

Cs‐134 ND(0.73) ND(0.72) ND(0.58) ND(0.74) ND(0.59) ND(0.80) ND(0.65) ND(0.71)

Cs‐137 ND(0.57) ND(0.52) ND(0.58) ND(0.46) ND(0.66) ND(0.64) ND(0.64) ND(0.68)

全β ND(2.0) ND(2.0) ND(0.74) ND(2.0) ND(2.1) ND(2.0) ND(1.8) ND(0.79)

H‐3 710 610 680 670 620 630 700 630

排水量（m3） 650 617 683 713 930 890 900 922

浄化前
の水質
(Bq/L)

試料
採取日 2/11 2/13 2/14 2/16 2/17 2/19 2/20 2/22

Cs‐134 9.9 11 12 14 12 6.4 9.7 11

Cs‐137 56 60 52 58 79 51 57 65

全β ― ― － 150 － － － 160

H‐3 750 650 710 740 730 660 740 590
＊NDは検出限界値未満を表し、（ ）内に検出限界値を示す。
＊運用目標の全ベータについては、10日に１回程度の分析では、検出限界値を １ Bq/Lに下げて実施。
＊浄化前水質における全ベータ分析については、浄化設備の浄化性能把握のため週一回サンプリングを実施。
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3-2．排水実績

排水日 3/4 3/5 3/6 3/9 3/10 3/11 3/12 3/13

一時貯水タンクNo. C D E F G A B C

浄化後
の水質
(Bq/L)

試料
採取日

2/26 2/28 2/29 3/2 3/3 3/4 3/5 3/7

Cs‐134 ND(0.71) ND(0.81) ND(0.55) ND(0.60) ND(0.54) ND(0.74) ND(0.75) ND(0.56)

Cs‐137 ND(0.68) ND(0.62) ND(0.73) ND(0.66) ND(0.54) ND(0.64) ND(0.78) ND(0.46)

全β ND(2.0) ND(2.3) ND(2.2) ND(0.78) ND(2.0) ND(2.2) ND(2.3) ND(2.1)

H‐3 550 660 680 620 650 690 850 770

排水量（m3） 859 812 796 845 857 827 761 856

浄化前
の水質
(Bq/L)

試料
採取日 2/23 2/25 2/26 2/28 2/29 3/2 3/3 3/5

Cs‐134 14 9 13 11 10 12 7.3 7.7

Cs‐137 65 62 69 52 63 56 70 55

全β － － － － 140 － － －

H‐3 540 660 780 550 710 730 640 770

＊NDは検出限界値未満を表し、（ ）内に検出限界値を示す。
＊運用目標の全ベータについては、10日に１回程度の分析では、検出限界値を １ Bq/Lに下げて実施。
＊浄化前水質における全ベータ分析については、浄化設備の浄化性能把握のため週一回サンプリングを実施。
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3-3．排水実績

排水日 3/14 3/17 3/18 3/19 3/20 3/25 3/26 3/27 3/28

一時貯水タンクNo. D E F G A B C D E

浄化後
の水質
(Bq/L)

試料
採取日

3/8 3/10 3/12 3/13 3/14 3/17 3/18 3/19 3/20

Cs‐134 ND(0.82) ND(0.80) ND(0.71) ND(0.74) ND(0.68) ND(0.67) ND(0.44) ND(0.82) ND(0.79)

Cs‐137 ND(0.65) ND(0.69) ND(0.49) ND(0.60) ND(0.70) ND(0.54) ND(0.70) ND(0.60) ND(0.60)

全β ND(2.2) ND(0.76) ND(2.0) ND(2.0) ND(2.0) ND(2.1) ND(2.2) ND(0.76) ND(2.0)

H‐3 760 750 800 890 960 870 770 820 950

排水量（m3） 843 825 824 867 830 573 579 823 858

浄化前
の水質
(Bq/L)

試料
採取日 3/6 3/8 3/9 3/11 3/12 3/14 3/15 3/17 3/18

Cs‐134 13 13 10 9.1 11 7.9 11 12 16

Cs‐137 60 61 61 49 52 47 61 64 53

全β － 160 － － － 140 － － －

H‐3 750 870 930 1000 970 800 770 920 1200

＊NDは検出限界値未満を表し、（ ）内に検出限界値を示す。
＊運用目標の全ベータについては、10日に１回程度の分析では、検出限界値を １ Bq/Lに下げて実施。
＊浄化前水質における全ベータ分析については、浄化設備の浄化性能把握のため週一回サンプリングを実施。
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4. 地下水ドレン水位と港湾内海水中放射性物質濃度の推移

：開渠内

：開渠外

※１ H-3については、前5日間のデータがないため,前10日間の平均値
※２ 後5日間は,地下水ドレン水位が一定及び降雨がない期間を選定
※３ 全βとCs-137は3/21,Sr-90開渠内（速報値）は3/7,Sr-90開渠外は

2/8,H-3は3/14に採取した各地点の平均値

鋼管矢板打設により地下水ドレン水位が上昇し、海水中の全ベータ、ストロンチウムの濃度低下や、セシウム、
トリチウムも低い濃度で推移していることから、海側遮水壁の効果は発揮されている。

春先からの豊水期に備え、2月中旬から地下水ドレンの稼働水位を下げ、地下水位を低下させている。
今後もモニタリングを継続する。

図 地下水ドレン水位と１～４号機取水路開渠内南側（遮水壁前）
海水中放射性物質濃度の推移

海側遮水壁閉合前後における地下水ドレン水位と，１～４号機取水路開渠内南側（遮水壁前）海水中
放射性物質濃度の推移を下記に示す。

海
水

中
濃

度
（

B
q/

L）

鋼
管

矢
板

一
次

打
設

完
了

（
9/

19
）

鋼
管

矢
板

閉
合

完
了

（
10

/2
6）

地
下

水
ド

レ
ン

稼
働

開
始

（
11

/5
）

前5日間：9/15～19 後5日間：10/3～7 Sr‐90至近：3/7 全β，Cs‐137至近：3/27

2/15以降のSr-90は速報値

表　１～４号機取水口開渠内及び開渠外の
　　測定地点における海水中放射性物質濃度平均値

（Bq/L)
前５日間

平均値※１

後５日間

平均値※２

至近

平均値※３

開渠内 150 26 17
開渠外 27 16 17
開渠内 140 8.6 0.2
開渠外 16 2.1 0.10
開渠内 16 3.8 2.1
開渠外 2.7 1.1 0.61
開渠内 220 110 16
開渠外 1.9 9.4 2.0

全β

Sr-90

Cs-137

H-3
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１号機 ２号機 ３号機 ４号機

：シルトフェンス

：継手処理完了

：割栗石埋立完了

：舗装完了

（３月25日時点）

N

 4号機前の閉合箇所について、２月１０日に割栗石による埋立完了。現在、埋立箇所に遮水シート設置、砕石敷き均しが完了し
舗装を実施中。

9

＜参考１＞海側遮水壁工事の進捗状況

【割石による埋立て完了後】

舗装完了状況

写真撮影方向



 たわみに伴い生じた鋼管矢板杭頭変位は，既往最大水位差の増分がないことから，有意な増加は確認されていない。引き続き、杭頭変位の計測を実施してい
く予定である。

 2/23～2/29にかけて作業船を使用し、海側遮水壁の外観目視点検（鋼管矢板の著しい重防食塗装からの剥離・錆、継手部からの水の流出確認）を実施した。
その結果、著しい重防食塗装の剥離・錆，継手部からの水の流出は確認されなかった。今後も定期的に海側遮水壁の点検を実施していく予定である。
なお、 止水性向上対策として，北東側隅角部付近の継手背面に薬液注入を実施した。

No.30

No.110
No.250

（水深約7.3m）

（水深約6.0m） （水深約4.7m）

※水深は福島第一原子力
発電所の平均潮位を基準。

【凡例】
━ ━ ━ 代表断面

変位方向
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＜参考２＞鋼管矢板のたわみに伴う杭頭変位について

海側遮水壁の外観目視点検状況

外観目視点検

北
面

；
Ａ

エ
リ

ア

東面；Bエリア 東面；Cエリア

[地下水位,水位差の経時変化]

[杭頭変位の経時変化]

N



＜参考３＞地下水ドレン水位および稼働状況

 海側遮水壁の閉合以降、地下水ドレンポンド水位が上昇したことから、11/5より汲み上げを開始。

※水位(O.P.)は、震災前標高と比較しやすいよう、目安として記載しているもの。
（水位(T.P.)を水位(O.P.)に換算する場合は、約1.4m～1.5m加算する。）

※水位計点検時の水位データは除く。

サブドレン集水タンク及びT/B移送量 (m3/日平均)
地下水ドレン

ポンドA
ポンドB

ポンドC
ポンドD

ポンドE

移送先※ T/B T/B 集水ﾀﾝｸ 集水タンク

2/ 19～ 2/25 108 57 76 42

2/ 26～ 3/ 3 72 2 78 34

3/ 4～ 3/10 68 0 94 36

3/ 11～ 3/17 89 44 85 34

3/ 18～ 3/24 78 29 108 27

3/ 25～ 3/28 54 7 82 28

ウェルポイント

1-2号間 2-3号間 3-4号間

移送先※ T/B T/B T/B

2/ 19～ 2/25 59 25 2

2/ 26～ 3/ 3 47 4 1

3/ 4～ 3/10 45 4 1

3/ 11～ 3/17 49 20 2

3/ 18～ 3/24 49 12 1

3/ 25～ 3/28 40 2 2

ウェルポイント移送量 (m3/日平均)

※ 移送先のT/Bはタービン建屋、集水タンクはサブドレン集水タンク。
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汲み上げ実施
（11/5～）

地下水ドレンポンプ稼働上限水位 T.P.+1.964m （O.P.+3.400m）

警報鳴動水位 T.P.+2.164m （O.P.+3.600m）
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＜参考４＞海側に位置するサブドレンの水位変動

 3/2より海側ピットＬ値設定値をT.P.2.5mに変更し稼働中。

Ｎｏ.５８
汲み上げ開始

（10/30）

海側遮水壁鋼管矢板
一次打設完了

（9/19)

▼Ｎｏ.2の降雨前の水位

稼働条件 ～9/3 9/3~
9/16

9/17~
9/30

10/1~
10/21

10/22~
11/16

11/17~
12/2

12/3~
12/21

12/22~
1/13 1/14～2/9 2/10～3/1 3/2～

稼働時間

非稼働

昼間 24時間 24時間 24時間 24時間 24時間 24時間 24時間 24時間 24時間

L値 [m]
()内はO.P.

T.P.5.0
(6.5)

T.P.5.0
(6.5)

T.P.4.5
(6.0)

T.P.4.0
(5.5)

T.P.3.9
(5.4)

T.P.3.5
(5.0)

T.P.3.1
(4.6)

T.P.2.75
(4.25)

T.P.2.6
(4.1)

T.P.2.5
(4.0)
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＜参考５＞建屋への地下水ドレン移送量・地下水流入量等の推移

13

 地下水・雨水等の建屋への流入量は，300m3/日から150m3/日程度に低減している。（下図①）
 地下水ドレン等から建屋への移送量は海側遮水壁の閉合に伴い一時的に増加したものの，減少傾向。（下図②）
 １／１８の降雨により一時的に増加してますが，建屋への流入量（①）と移送量（②）の合計は昨年末以降，減少傾

向にあります。（下図③）

※1 ①建屋への地下水・雨水等流入量は，水位計校正を実施後(2016/3/10～3/17:プロセス主建屋、2016/3/17～3/24:高温焼却炉建屋)の計測値に基づき算出。

※1



＜参考６＞サブドレン稼働後における建屋流入量評価結果（1-4号機サブドレン水位）

2016.3.17現在
 建屋への地下水流入量はサブドレンの水位と相関が高いことから、サブドレンの水位（全孔平均）でサブドレン稼働の影響を評価した。

 サブドレン稼働によりサブドレン水位がTP3.5m程度まで低下した段階では，建屋への流入量は150～200m3/日程度に減少している。
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＜参考７＞サブドレン稼働後における建屋流入量評価結果（サブドレン水位-建屋水位）

2016.3.17現在
 建屋への地下水流入量はサブドレンの水位－建屋水位とも相関が高いことから、サブドレンの水位（全孔平均）-建屋水位で

サブドレン稼働の影響を評価した。

 サブドレン稼働により水位差が2m程度まで低下した段階では，建屋への流入量は150～200m3/日程度に減少している。
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（１／３）
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2015/12/21～ タンク撤去作業の進捗により採取点廃止
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①追加ボーリング調査孔の放射性物質濃度推移（２／３）
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①追加ボーリング観測孔の放射性物質濃度推移（３／３）
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＜2014/5/12より採取頻度変更＞
G-1：毎日→１回/週

検出限界値未満で安定していることから頻度減
G-3：１回/週→毎日

H-3が上昇傾向にあることから頻度増



4 

 

揚水停止  揚水量低下 2014.4.8～　揚水停止

観測孔E-1の放射性物質濃度と降水量、地下水位との関係
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②地下水バイパス調査孔・揚水井の放射性物質濃度推移（１／２）

　地下水バイパス調査孔

【全β】

【トリチウム】

1

10

100

1000

10000

13/4/10 13/7/9 13/10/7 14/1/5 14/4/5 14/7/4 14/10/2 14/12/31 15/3/31 15/6/29 15/9/27 15/12/26 16/3/25

全
β

放
射

能
濃

度
（
B
q/

L
）

地下水バイパス 調査孔 全β放射能濃度推移
調査孔B 全β

調査孔B 全β検出限界以下

調査孔C 全β

調査孔C 全β検出限界以下

1

10

100

1000

10000

13/4/10 13/7/9 13/10/7 14/1/5 14/4/5 14/7/4 14/10/2 14/12/31 15/3/31 15/6/29 15/9/27 15/12/26 16/3/25

H
-
3
放

射
能

濃
度

（
B
q/

L
）

地下水バイパス 調査孔 トリチウム濃度推移
調査孔B H-3

調査孔B H-3検出限界以下

調査孔C H-3

調査孔C H-3 検出限界以下
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②地下水バイパス調査孔・揚水井の放射性物質濃度推移（２／２）

　地下水バイパス揚水井

0

1000

2000

3000

13/4/10 13/7/9 13/10/7 14/1/5 14/4/5 14/7/4 14/10/2 14/12/31 15/3/31 15/6/29 15/9/27 15/12/26 16/3/25

放
射

性
物

質
濃

度
(B

q/
L
) 揚水井No.9 H-3

揚水井No.10 H-3

揚水井No.11 H-3

揚水井No.12 H-3

1

10

100

1000

10000

13/4/10 13/7/9 13/10/7 14/1/5 14/4/5 14/7/4 14/10/2 14/12/31 15/3/31 15/6/29 15/9/27 15/12/26 16/3/25

放
射

性
物

質
濃

度
(B

q/
L
) 揚水井No.5 全β 揚水井No.5 全β検出限界値

揚水井No.6 全β 揚水井No.6 全β検出限界値

揚水井No.7 全β 揚水井No.7 全β検出限界値

揚水井No.8 全β 揚水井No.8 全β検出限界値

1

10

100

1000

10000

13/4/10 13/7/9 13/10/7 14/1/5 14/4/5 14/7/4 14/10/2 14/12/31 15/3/31 15/6/29 15/9/27 15/12/26 16/3/25

放
射

性
物

質
濃

度
(B

q/
L
)

揚水井No.5 H-3

揚水井No.5 H-3検出限界値

揚水井No.6 H-3

揚水井No.6 H-3検出限界値

揚水井No.7 H-3

揚水井No.7 H-3検出限界値

揚水井No.8 H-3

揚水井No.8 H-3検出限界値

1

10

100

1000

10000

13/4/10 13/7/9 13/10/7 14/1/5 14/4/5 14/7/4 14/10/2 14/12/31 15/3/31 15/6/29 15/9/27 15/12/26 16/3/25

放
射

性
物

質
濃

度
(B

q/
L
)

揚水井No.9 H-3

揚水井No.9 H-3検出限界値

揚水井No.10 H-3

揚水井No.10 H-3検出限界値

揚水井No.11 H-3

揚水井No.11 H-3検出限界値

揚水井No.12 H-3

揚水井No.12 H-3検出限界値

【全β】

【トリチウム】

1

10

100

1000

10000

13/4/10 13/7/9 13/10/7 14/1/5 14/4/5 14/7/4 14/10/2 14/12/31 15/3/31 15/6/29 15/9/27 15/12/26 16/3/25

放
射

性
物

質
濃

度
(B

q/
L
) 揚水井No.9 全β 揚水井No.9 全β検出限界値

揚水井No.10 全β 揚水井No.10 全β検出限界値

揚水井No.11 全β 揚水井No.11 全β検出限界値

揚水井No.12 全β 揚水井No.12 全β検出限界値
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③排水路の放射性物質濃度推移

（注）
Cs-134,137の検出限界値を見直し（B排水路ふれあい交差点近傍：1/21～、C排水路正門近傍：1/20～）。

1

10

100

1000

10000

100000

13/8/19 13/11/17 14/2/15 14/5/16 14/8/14 14/11/12 15/2/10 15/5/11 15/8/9 15/11/7 16/2/5

B排水路 ふれあい交差点近傍

（B-0-1）

Cs-134（検出限界値） Cs-137（検出限界値） 全β（検出限界値）

Cs-134 Cs-137 全β

Bq/L

1

10

100

1000

10000

100000

13/8/19 13/11/17 14/2/15 14/5/16 14/8/14 14/11/12 15/2/10 15/5/11 15/8/9 15/11/7 16/2/5

C排水路正門近傍

（C-0）Bq/L 2014/3/13～ 1回/週採水

2014/3/13～ 2回/週採水

1

10

100

1000

10000

100000

13/8/19 13/11/17 14/2/15 14/5/16 14/8/14 14/11/12 15/2/10 15/5/11 15/8/9 15/11/7 16/2/5

切替C排水路３５ｍ盤出口

（C-2-1）Bq/L
2014/7/14～ 採水

注：2016/2/18～3/3,3/17,22 水が無いため採水できず
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④海水の放射性物質濃度推移

0.1

1

10

100

13/8/1 13/10/30 14/1/28 14/4/28 14/7/27 14/10/25 15/1/23 15/4/23 15/7/22 15/10/20 16/1/18

南放水口付近 （排水路出口付近）

（南放水口から約３３０ｍ）（T-2）
Cs-134検出限界 Cs-137検出限界 全β検出限界

Cs-134 Cs-137 全β

Bq/L

0.1

1

10

100

13/8/1 13/10/30 14/1/28 14/4/28 14/7/27 14/10/25 15/1/23 15/4/23 15/7/22 15/10/20 16/1/18

南放水口付近

（南放水口から約１．３ｋｍ）（T-2-1）Bq/L

0.1

1

10

100

13/8/1 13/10/30 14/1/28 14/4/28 14/7/27 14/10/25 15/1/23 15/4/23 15/7/22 15/10/20 16/1/18

5,6号機放水口北側

（北放水口から約３０ｍ）（T-1)Bq/L

0.1

1

10

100

13/8/1 13/10/30 14/1/28 14/4/28 14/7/27 14/10/25 15/1/23 15/4/23 15/7/22 15/10/20 16/1/18

北防波堤北側

（T-0-1）Bq/L

0.1

1

10

100

13/8/1 13/10/30 14/1/28 14/4/28 14/7/27 14/10/25 15/1/23 15/4/23 15/7/22 15/10/20 16/1/18

港湾口東側

（T-0-2）Bq/L

0.1

1

10

100

13/8/1 13/10/30 14/1/28 14/4/28 14/7/27 14/10/25 15/1/23 15/4/23 15/7/22 15/10/20 16/1/18

南防波堤南側

（T-0-3）Bq/L

（注）

南放水口付近（排水路出口付近）： 全βは地下水バイパス排水中に検出限界値を下げて分析したものも表示している。
北防波堤北側、港湾口東側、南防波堤南側： 全βの検出が増えたため15/7 /13は第三者機関においても検出限界値を下げて分析したものも表示している。
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